
 

ネ
ッ
ト
社
会
と
の
付
き
合
い
方

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
一
人

一
台
端
末
の
整
備
が
進
み
、
各
学
校
に
お
い

て
は
「
文
房
具
」
の
一
つ
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
活
用
し
た
学
習
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
も
加
速
度
的
に
日
々
進
化

し
続
け
、
い
わ
ゆ
る
「
便
利
さ
」
や
「
手
軽

さ
」
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
反
面
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
誹
謗
中
傷

や
い
じ
め
、
犯
罪
へ
の
勧
誘
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
問
題
が
日
々
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

法
律
は
、
18
歳
未
満
の
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
に
用
い
る
携
帯
電
話
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
利
用
す

る
際
に
、
青
少
年
が
安
心
安
全
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
大

き
く
は
、
民
間
事
業
者
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

の
提
供
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
保
護
す
る

青
少
年
に
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

さ
せ
る
責
務
な
ど
が
課
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
法
律
の
施
行
か
ら
毎
年
「
青
少
年

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」

が
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
状
況
が

３
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
調
査
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、
非
常
に

興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
項
目
の
中
で
、
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と
回
答
し
た
保
護

者
に
、
家
庭
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使

い
方
に
つ
い
て
何
か
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る

か
聞
い
た
結
果
、「
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
」 

は
77
·
２
％
、「
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
な
い
」

は
21
·
８
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
各
家
庭

に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り
が
し
っ
か
り
と
為
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
、
意
識
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ル
ー
ル
の
内
容
に
つ

い
て
聞
い
た
結
果
で
は
、「
利
用
す
る
時
間
」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
困
っ
た
と
き
に
は

す
ぐ
に
保
護
者
に
相
談
す
る
」、「
ゲ
ー
ム
や

ア
プ
リ
の
利
用
料
金
の
上
限
や
課
金
の
利
用

方
法
」、「
利
用
す
る
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の
内

容
」、「
送
信
・
投
稿
す
る
内
容
（
例
：
他
人

を
誹
謗
中
傷
す
る
書
き
込
み
を
し
な
い
な

ど
）」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
家
庭
に
お
い
て
ル
ー
ル

作
り
が
し
っ
か
り
と
為
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
行
為
な
ど
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
負
の
側
面
を
絶
ち
、
子
ど
も

達
を
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
大

人
が
責
任
を
持
ち
、
子
ど
も
達
に
望
ま
し
い

「
ネ
ッ
ト
社
会
」
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
教
え
・
導
い
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
　

副
会
長
　
松
永
達
郎
　

（
弟
子
屈
町
立
川
湯
中
学
校
長
）

　
和
琴
小
学
校
は

全
校
児
童
十
二
名

と
少
な
い
人
数
で

す
が
、
全
員
が
仲

良
く
、
毎
日
明
る

い
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

児
童
会
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
会

長
と
副
会
長
の
二

役
で
「
思
い
や
り

と
笑
顔
を
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
学
校
に
し
よ

う
」
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
前
期
に
行
わ
れ
た
二
つ
の
児
童
会
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
リ
ク
エ
ス
ト
大
集
合
」
で

す
。
内
容
は
全
校
児
童
に
や
り
た
い
遊
び
を

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
も
ら
い
、
全
員
で
遊
ぶ
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
共

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
り
、
友
だ
ち
の

好
き
な
こ
と
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
仲
良
く
な
れ
た
と
実
感
す
る
児
童

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、「
興
味
探
索
隊
」
で
す
。
こ

れ
は
自
分
や
友
だ
ち
の
興
味
を
も
っ
た
こ
と

に
関
す
る
本
を
一
緒
に
読
み
、
一
緒
に
知
識

を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
で
す
。
単
に

知
識
を
広
げ
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
友
だ
ち
の
興
味
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
実
際
に
「
○
○
さ
ん
が
好
き

な
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
も
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
友
だ
ち

を
よ
り
一
層
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
良
い
機

会
と
な
り
ま
し

た
。

　
和
琴
小
学
校

で
は
、
後
期
の

児
童
会
活
動
が

始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
ど
う

し
た
ら
思
い
や

り
と
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
な

る
だ
ろ
う
か
と

考
え
て
い
る
最
中
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思

い
が
実
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
支
え
て
い

き
ま
す
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

弟
子
屈
町
生
徒
指
導

 

連
絡
協
議
会
便
り

№23

令和６年
12 月１日

和
琴
小
学
校
の
取
り
組
み

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡

　
　
　
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
さ

ま
へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
―
２
０
７
１
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▶命を大切にしよう
▶生活のリズムを守ろう
▶ 非行を起こさないよう
にしよう

▶ 事故には充分に注意し
よう

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・ ゲームセンターやカラオケボックスなどの遊技場を利用する際は、学校のルールを守
りましょう。
・ 軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かないようにしましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・ 「弟子屈町メディアルール」を守り、インターネットを通したトラブルには充分気をつけ
ましょう。

・ 冬休み中、もし家の人や学校の先生以外に何か相談したいことがあれば、『子ども相談支援センター』
０１２０̶３８８２̶５６（無料）でも専門の職員が24時間いつでもお話を聞いてくれます。

弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校☎483-2041 　和琴小学校☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校☎483-2337 　弟子屈高校☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜ 冬 休 み 期 間 ＞
町内各小中学校→12月26日㈭～令和７年１月14日㈫
弟子屈高等学校→12月24日㈫～令和７年１月14日㈫

令和６年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために安全にすごすために

　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休み期間は子ど
もが地域に出て過ごす時間が多くなります。町民の皆さんにおかれましては、見守

りの輪を広げ、時には声をかけていただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、
ご協力いただけますようよろしくお願いします。
　一方、インターネットなどを介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に巻
き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器等の使用にかかわる家庭でのルー
ルづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守っていた
だければと思います。

町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

町民の皆さんへ

町税や保険料・水道料・住宅使用料などの各種使用料の納付はお済みですか?

12月は町税等完納強調月間です
　町では「滞納のないまち」をめざし、納期限を過ぎても未納が続く滞納者に
対し、法律に基づいた財産調査や差押を行うなど、徴収強化を図っています。
　令和５年度の収納率は99.5%と道内でも上位に位置しており、町内に在住す
る滞納者の数は年々減少しています。（右グラフ参照）
　納税は義務であり、滞納は許されることではありません。
　12月は「町税等完納強調月間」です。税だけでなく、各種保険料や使用料な
どに納め忘れがないか、もう一度確認してください。

▶督促状の作成、郵送には税金が使われています。
　納期限を過ぎても未納が続くときには、法律に基づき督促状を郵送しなければなりません。督促状には１通
100円以上の費用を要します。この費用には税金が使われていて、みなさんが納期を守ることで減らすことが
できます。みなさんからお預かりした大切な税金をもっと身近な行政サービスに使うため、納期内納付へのご
協力をお願いします。

▶納付が困難な方は必ずご相談ください。
　やむを得ない事情により一時的に納付が困難な方や、まとめて納付ができない方には計画的な納付ができる
よう相談も受け付けています。滞納を放置することはしないでください。
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